007-903「高校数学B新訂版」ルーブリック評価表

	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知・技
	等差数列と等比数列の，一般項と和の求め方を理解し，的確に速く求めることができる。
	等差数列と等比数列の，一般項と和の求め方を理解し，的確に求めることができる。
	等差数列と等比数列の，一般項と和の求め方が理解できる。
	左記以外

	思・判・表
	与えられた2つの項から等差数列と等比数列の一般項や和について考察し，的確に速く求めることができる。
	与えられた2つの項から等差数列と等比数列の一般項や和について考察し，的確に求めることができる。
	与えられた2つの項から等差数列と等比数列の一般項や和について考察することができる。
	左記以外

	態
	身の回りの数の並びに規則性があるか調べ，数列として一般項を用いて表し，数列として表すことのよさをとらえようとしている。
	身の回りの数の並びに規則性があるか調べ，数列として一般項を用いて表そうとしている。
	身の回りの数の並びに規則性があるか調べようとしている。
	左記以外


１章１節「数列とその和」



１章２節「いろいろな数列」
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知・技
	Σの性質を利用した数列の和の求め方と，階差数列を利用したもとの数列の一般項の求め方を理解し，それらを的確に速く求めることができる。
	Σの性質を利用した数列の和の求め方と，階差数列を利用したもとの数列の一般項の求め方を理解し，それらを的確に求めることができる。
	Σの意味や性質，階差数列について理解できる。
	左記以外

	思・判・表
	各項が積の形で表された数列の和を，Σの性質を利用して求めることが的確に速くできる。
	各項が積の形で表された数列の和を，Σの性質を利用して求めることが的確にできる。
	各項が積の形で表された数列の和を，Σの性質を利用して求める方法が理解できる。
	左記以外

	態
	式変形をくふうして，Σを用いて表された数列の和を求めたり，教科書には載っていない数列を調べたりしている。
	式変形をくふうして，Σを用いて表された数列の和を求めようとしている。
	Σの性質や階差数列を利用して，いろいろな数列の和や一般項を求めようとしている。
	左記以外






１章３節「漸化式と数学的帰納法」
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知・技
	漸化式の意味を理解し，等差数列と等比数列について，初項の値と漸化式から一般項を的確に速く求めることができる。また，数学的帰納法を用いた証明の方法を理解し，どのような命題について有用であるか理解できる。
	漸化式の意味を理解し，等差数列と等比数列について，初項の値と漸化式から一般項を的確に求めることができる。また，数学的帰納法を用いた証明の方法が理解できる。
	漸化式と数学的帰納法の味が理解できる。
	左記以外

	思・判・表
	初項の値との形で表された漸化式から一般項を的確に速く求めることや，数学的帰納法を用いて証明を行うこと，数学的帰納法の仕組みについて考察することができる。
	初項の値との形で表された漸化式から一般項を的確に求めることや，数学的帰納法を用いて証明を行うことができる。
	初項の値との形で表された漸化式から一般項を求める方法や，数学的帰納法を用いて命題の証明を行う方法が理解できる。
	左記以外

	態
	数学的帰納法を用いて証明した命題について，他にも証明方法があるか考え比較し，多面的に考察できる。
	数学的帰納法を用いて証明した命題について，他にも証明方法があるか考え比較しようとしている。
	自然数を用いて表された命題を，数学的帰納法を用いて証明しようとしている。
	左記以外






２章１節「確率変数と確率分布」
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知・技
	確率変数の確率分布を表に表し，平均・分散・標準偏差を求めたり，二項分布にしたがう確率変数の平均・分散・標準偏差を求めたりすることが的確に速くできる。
	確率変数の確率分布を表に表し，平均・分散・標準偏差を求めたり，二項分布にしたがう確率変数の平均・分散・標準偏差を求めたりすることが的確にできる。
	確率変数の確率分布を表に表す方法や二項分布を理解できる。
	左記以外

	思・判・表
	組合せを利用して確率変数の平均を求めたり，二項分布にしたがう確率変数の確率分布を表に表したりすることが的確に速くできる。
	組合せを利用して確率変数の平均を求めたり，二項分布にしたがう確率変数の確率分布を表に表したりすることが的確にできる。
	組合せを利用して確率変数の平均を求めたり，二項分布にしたがう確率変数の確率分布を表に表したりする方法が理解できる。
	左記以外

	態
	身の回りのデータで，確率変数の平均・分散・標準偏差を調べ，データの特徴を把握したり，二項分布を利用して考えたりすることができる。
	身の回りのデータで，確率変数の平均・分散・標準偏差を調べたり，二項分布を利用して考えようとしたりしている。
	身の回りのデータで，確率変数として考えられるものを見つけようとしたり，二項分布にしたがう確率変数があるか見つけようとしたりしている。
	左記以外






２章２節「正規分布」
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知・技
	確率密度関数が与えられたときや，確率変数が標準正規分布にしたがうときの，確率変数が特定の範囲となる確率を求めたり，確率変数を標準化したり，二項分布を正規分布に近似したりすることが的確に速くできる。
	確率密度関数が与えられたときや，確率変数が標準正規分布にしたがうときの，確率変数が特定の範囲となる確率を求めたり，確率変数を標準化したり，二項分布を正規分布に近似したりすることが的確にできる。
	確率密度関数が与えられたときや，確率変数が標準正規分布にしたがうときの，確率変数が特定の範囲となる確率の求め方や，確率変数を標準化する方法，二項分布を正規分布に近似する方法を理解できる。
	左記以外

	思・判・表
	身の回りのデータを，正規分布を用いて考察し，特定の範囲にある個数などを求めることが的確に速くできる。
	身の回りのデータを，正規分布を用いて考察し，特定の範囲にある個数などを求めることが的確にできる。
	身の回りのデータを，正規分布を用いて考察できる。
	左記以外

	態
	身の回りのデータで，正規分布の性質や，二項分布が正規分布に近似できることを利用して，データの特徴を把握しようとしている。
	身の回りのデータで，正規分布の性質を利用して，データの特徴を把握しようとしている。
	身の回りのデータで，正規分布にしたがう確率変数があるか見つけようとしている。
	左記以外






２章３節「統計的な推測」
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知・技
	母集団と標本の関係を理解し，標本平均の平均や標準偏差を求めたり，仮説検定を行ったりすることが的確に速くできる。
	母集団と標本の関係を理解し，標本平均の平均や標準偏差を求めたり，仮説検定を行ったりすることが的確にできる。
	母集団と標本の関係や仮説検定について理解できる。
	左記以外

	思・判・表
	標本平均が特定の範囲となる確率を求めたり，母平均を推定したりすることが的確に速くできる。
	標本平均が特定の範囲となる確率を求めたり，母平均を推定したりすることが的確にできる。
	標本平均が特定の範囲となる確率の求め方や，母平均を推定する方法が理解できる。
	左記以外

	態
	全数調査や標本調査にはどのようなものがあるか調べたり，信頼区間の意味を理解したり，身の回りの事象で仮説検定の考えを用いた例を見つけたりできる。
	全数調査や標本調査にはどのようなものがあるか，身の回りの事象で仮説検定の考えを用いた例があるか，調べようとしている。
	全数調査や標本調査にはどのようなものがあるか調べようとしている。
	左記以外






３章１節「図形と測定」
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知・技
	図形が平面をしきつめることができるか調べること，地図から実際の長さを求めること，ヘロンの公式や座標を用いて多角形の面積を求めることが的確に速くできる。
	図形が平面をしきつめることができるか調べること，地図から実際の長さを求めること，ヘロンの公式や座標を用いて多角形の面積を求めることが的確にできる。
	図形が平面をしきつめることができるか調べる方法，地図から実際の長さを求める方法，ヘロンの公式や座標を用いて多角形の面積を求める方法が理解できる。
	左記以外

	思・判・表
	2種類の正多角形でしきつめられる図柄をかいたり，2地点間の直線距離と実際の経路の距離の相関関係がどのように影響するか考察したり，座標を用いた多角形の面積の求め方の良さについて考察できる。
	2種類の正多角形でしきつめられる図柄を見つけたり，2地点間の直線距離と実際の経路の距離の相関関係を調べたり，座標を用いた多角形の面積の求め方について考察できる。
	2種類の正多角形でしきつめられる図柄や，2地点間の直線距離と実際の経路の距離の関係について考察できる。
	左記以外

	態
	身の回りから正多角形の図柄や地図を用いて求めた身近な距離の特徴を見出したり，実際の測量の仕組みについて調べたりしようとしている。 
	身の回りから正多角形の図柄を見つけたり，地図を用いて身近な距離を求めたり，実際の測量がどのように行われているか調べたりようとしている。
	身の回りの図柄や距離，面積などについて調べようとしている。
	左記以外






３章２節「経済と数学」
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知・技
	単利法や複利法で計算した元利合計や，均等分割払いの毎回の返済金額を的確に速く求めることができる。
	単利法や複利法で計算した元利合計や，均等分割払いの毎回の返済金額を的確に求めることができる。
	単利法や複利法で計算した元利合計や，均等分割払いの毎回の返済金額の求め方が理解できる。
	左記以外

	思・判・表
	単利法と複利法の仕組みの違いや，均等分割払いで，返済期間や利率，返済金額の関係について考察し，実生活での判断に利用できる。
	単利法と複利法の仕組みの違いや，均等分割払いで，返済期間や利率，返済金額の関係について考察できる。
	単利法と複利法の仕組みの違いついて考察できる。
	左記以外

	態
	金額や利率，返済回数を変えて，いろいろな場合のローンの返済金額を求め，身の回りのローンの利率や返済方法などの特徴を理解しようとしている。
	金額や利率，返済回数を変えて，いろいろな場合のローンの返済金額を求め，身の回りのローンの利率や返済方法などの特徴を調べようとしている。
	金額や利率，返済回数を変えて，いろいろな場合のローンの返済金額を求めようとしている。
	左記以外






３章３節「社会生活における分析」
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知・技
	移動平均や回帰直線の方程式を求めたり，数学を活用して社会生活における問題を解決したり，その意義を理解したりしている。
	移動平均や回帰直線の方程式を求めたり，数学を活用して社会生活における問題を解決できたりしている。
	移動平均や回帰直線の方程式を求め方が理解できる。
	左記以外

	思・判・表
	移動平均や回帰直線の方程式を用いてデータの傾向を考察したり，問題解決の過程や結果について考察したりすることができる。
	移動平均や回帰直線の方程式を用いてデータの傾向を考察したり，問題解決の過程や結果について考察したりすることができる。
	移動平均や回帰直線の方程式を用いてデータの傾向を考察できる。
	左記以外

	態
	表計算ソフトを用いて，身近なデータの移動平均や回帰直線の方程式を求め，データの傾向を調べて予測しようとしたり，身の回りのことがらについて数学を活用して積極的に問題解決しようとしたりしている。
	表計算ソフトを用いて，身近なデータの移動平均や回帰直線の方程式を求めたり，身の回りのことがらについて数学を活用して問題解決しようとしたりしている。
	表計算ソフトを用いて，身近なデータの移動平均や回帰直線の方程式を求めようとしている。
	左記以外



